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1 

教材４－Ａ－（４）の解答 度数分布表 

 
① 『相対度数』の解決のために 
 

  

○  相対度数とは、 

 

「その階級の度数の、資料全体の個数（各階級の度数の合計） 

に対する割合」であり、      

        

                

 

 

（相対度数）＝             で求められる。 

 

 

 

 

   右上の表で「１３点」という得点の生徒が入る階級は 

 

    １０ 点以上  １５ 点未満  の階級で、この階級の度数は  ７  人です。 

 

   よって、 

 

相対度数は    ＝０.２８ となる。 

 

○ 相対度数は、全体の個数が異なるいくつかの資料を比べるときに、大変便利である。 

                   

 

 

 

 

 右上の【表】２年２組の生徒の得点について、次の得点の生徒が入る階級の相対度数を求めなさ   

い。 

 

（１）２７点  

 

  ２５点以上３０点以下の階級に入るのでその度数は６ 

 

  よって２÷２５＝０．０８ 

 

（２）２０点 

 

  ２０点以上２５点以下の階級に入るのでその度数は６ 

 

  よって６÷２５＝０．２４ 
 

階級(点) 度数(人) 

以上  未満 

０～５ 

５～１０ 

１０～１５ 

１５～２０ 

２０～２５ 

２５～３０ 

  ２ 

３ 

  ７ 

 ５ 

 ６ 

  ２ 

合計 ２５ 

 ０．０８ 

たしかめよう 

 

その階級の度数 

 

資料全体の個数 

 

0.28 

【

【表】２年２組の生徒の得点 

 

２５

７

 ０．２４ 

「以上、未満」に注意して、どの階級

に入るかを確認しましょう。 


